








































日:九州国立博物館、 1月2・3日:上智大学、 2014年 3月 17'"19日:東京
文化財研究所)に参加し、美術史 ・考古学 ・歴史学のそれぞれの観点からの報
告にコメントを加えたほか、「パインナウン王とアラウンパヤー王一一「英
雄Jたちの軌跡についてJ(田村克己 ・松田正彦編『ミャンマーを知るための
60章』明石書庖、 2013)で、ミャンマーの新首都ネーピードーの広場に英雄的
な3人の王の巨像が建立されていることの背景について簡単な紹介を行った。
0遊佐:中国・長春で開催された国際学術シンポジウム「中国と日本一相互認識
の歴史と現実J(10月 14日、於東北師範大学)にて、「山本讃七郎と近代中国写
真文化Jと題した発表を行った。また、研究論文として、「王府井の日本人写真
館一一西太后を撮った写真師、山本讃七郎一一J(W中国文史論叢~ 10号)を執
筆した。
2、グ、ループ部分:
1月24日に国内外から 8名の報告者の参加を得て r練り供養」シンポジウム
アジアのなかの(練り供養)一極楽へのいざない、この世とあの世を結ぶ宗教劇」
と題した国際シンポジウムを岡山県立美術館にて開催した。
